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（参考）処理結果通知電文（共通エラー）の内容 

共通処理のチェック段階において発生する処理結果通知電文（共通エラー）の内容を、

付表6-4に示す。 

（「付録5(1)③エラー発生時における処理結果通知電文の出力形態について」を参照するこ

と。） 
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付表 6-4 処理結果通知電文（共通エラー）の内容 

エラー 

コード 
項目 

入力 

項目名 

略称 

内容 処置 

A0001 業務コード 0000 入力された業務が業務コード

テーブルに存在しない。また

は、業務プログラムが存在し

ない 

正しい業務コードを入力

する 

A0002 業務コード 0000 業務が禁止状態である 業務禁止が解除されるま

で待つ 

A0003 利用者コード 0000 利用者コードが不正である 正しい利用者コードを入

力する 

A0004 パスワード 0000 パスワードが不正である 正しいパスワードを入力

する 

A0005 利用者コード 0000 利用者コード・識別番号が存

在しない 

正しい利用者コード・識

別番号を入力する 

A0006 なし 0000 サービス開始前である サービス開始されるまで

待つ 

A0007 なし 0000 センターで処理が異常終了し

た 

ＮＡＣＣＳセンターへ連

絡する 

A0008 なし 0000 電文長が不正である 原因を調査する 

A0009 なし 0000 電文ヘッダー（入力共通項

目）内に不正な文字が含まれ

ている 

原因を調査する 

A0010 なし 0000 サービス終了中である サービス開始されるまで

待つ 

A0011 なし 0000 センターがビジーである しばらくたってから送信

する 

A0012 利用者コード 0000 業務資格がない なし 

A0013 なし 0000 利用者情報と電文ヘッダー

（入力共通項目）情報が不整

合である 

ＮＡＣＣＳセンターへ連

絡する 

A0014 なし 0000 利用禁止利用者である なし 

A0015 

※1 

なし 0000 業務規制時間帯である 業務規制時間帯が終了す

るまで待つ 

A0016 なし 0000 電文ヘッダー（入力共通項

目）の形式が不正である。ま

たは、電文ヘッダー（入力共

通項目）内に不正な文字が含

まれている。電文ヘッダー

（入力共通項目）中の「シス

テム識別」がスペースであ

る。 

正しい電文ヘッダー（入

力共通項目）を形成し、

電文を送信する 

A0017 なし 0000 プロトコルヘッダーの形式ま

たは電文の形式が不正である 

正しいプロトコルヘッダ

ーの形式、かつ正しい電

文形式で電文を形成し、

送信する 
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エラー 

コード 
項目 

入力 

項目名 

略称 

内容 処置 

A0018 端末アクセス

キー 

または 

メールアドレ

ス 

または 

論理端末名 

0000 ・インタラクティブ処理方式

（インタラクティブまたは

netNACCS）において、アクセ

スキーが不正である  

正しい値を入力する 

A0019 論理端末名 0000 端末名が不正である 正しい端末名を入力する 

A0020 添付ファイル 

取得キー 

0000 添付ファイル取り出しにおい

て、指定した添付ファイルが

存在しない 

正しい添付ファイル取得

キーを入力する 

A0021 添付ファイル 

取得キー 

0000 指定した添付ファイルの取得

資格が無い 

正しい添付ファイル取得

キーを入力する 

A0022 なし 0000 XML 形式電文の内容が不正で

ある 

正しい XML 形式電文を入

力する 

A0023 なし 0000 XML 変換業務サービスが停止

中である 

しばらくたってから送信

する 

A0024 なし 0000 関連省庁システムが停止中で

ある 

しばらくたってから送信

する 

A0025 なし 0000 電文ヘッダー（入力共通項

目）の業務コードとシステム

識別（1、2 または 4）の組み

合わせが不正である 

正しい組み合わせの業務

コードとシステム識別

（1、2 または 4）を設定

し、電文を送信する 

A0026 

※2 

なし 0000 ログイン状態を継続できない

エラーが発生した 

・認証情報が存在しない 

再ログインを行う 

A0027 

※2 

なし 0000 正しい画面遷移が行われなか

った 

再ログインを行う 

A0028 

※2 

なし 0000 セッションに UVO（利用者情

報）が存在しない 

再ログインを行う 

A0029 

※2 

なし 0000 認証情報が有効期限切れとな

った 

再ログインを行う 

A0031 

※3 

自社システム

用利用者コー

ド（DI・SMTP

双方向） 

0000 入力された自社システム用利

用者コードが不正である 

正しい自社システム用利

用者コードを入力する 
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エラー 

コード 
項目 

入力 

項目名 

略称 

内容 処置 

A0032 

※3 

自社システム

用利用者コー

ドに係るパス

ワード（DI・

SMTP 双方向） 

0000 入力された自社システム用利

用者コードに係るパスワード

が不正である 

正しいパスワードを入力

する 

A0033 添付ファイル

名 

（拡張子） 

0000 ＮＡＣＣＳで使用できない拡

張子のファイルが添付されて

いる 

添付ファイルをＥＤＩ仕

様書に記載されている拡

張子のファイル形式で再

度作成し、添付する 

A0034 添付ファイル 

（サイズ（全

体）） 

0000 添付ファイル全体の合計サイ

ズが、当該業務で添付できる

ファイルの上限サイズを超え

ている 

当該業務の業務仕様書に

記載されている制限事項

を確認し、添付するファ

イルを見直す 

A0035 添付ファイル 

（サイズ（個

別）） 

0000 ファイルサイズが 0 バイトの

添付ファイルがある 

0 バイトの添付ファイル

を削除または見直す 

A0036 

 

添付ファイル 

（サイズ（個

別）） 

0000 添付ファイルのサイズが当該

業務で添付できる 1 ファイル

の上限を超えているファイル

がある 

当該業務の業務仕様書に

記載されている制限事項

を確認し、添付するファ

イルを見直す 

A0037 添付ファイル

名 

0000 添付ファイル名の文字コード

が不正である 

①添付するファイル名を

「ＩＳＯ－２０２２－Ｊ

Ｐ（ＪＩＳコード）」で

エンコードする 

②入力項目に設定するフ

ァイル名及び添付するフ

ァイル名を変更して再度

業務を行う 

A0038 

※2 

添付ファイル

名 

0000 添付ファイルが選択されてい

ない 

添付ファイルを選択する 

A0039 

※2 

添付ファイル

名 

0000 添付可能なファイル数を超え

ている 

添付可能なファイル数以

内に収める 

A0040 添付ファイル

名 

0000 添付ファイル名の長さが 190

バイトを超えている 

添付ファイル名の長さを

190 バイト以内にする 

A0070 なし 0000 当該端末に蓄積している出力

情報電文（帳票用）を、現在

取出し中である 

しばらくたってから帳票

電文取出しを行う 

A0071 なし 0000 当該端末に対する出力情報電

文（帳票用）は、現在蓄積さ

れていない 

しばらくたってから帳票

電文取出しを行う 
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エラー 

コード 
項目 

入力 

項目名 

略称 

内容 処置 

K0007 なし 0000 ebMS サーバにて処理が異常終

了した 

ＮＡＣＣＳセンターへ連

絡する 

K0008 なし 0000 電文長が不正である 正しい電文長の電文を送

信する 

K0016 なし 0000 システム識別が不正である 正しいシステム識別を設

定し、電文を送信する 

K0022 

※3 

なし 0000 添付ファイルが不正である 

（サイズ、数、拡張子、フォ

ーマット） 

正しい添付ファイルを設

定する 

 

※1 A0015については、第4次NACCSで使用していたもので、第5次NACCS以降では利用していないた

め、欠番とする。 

※2 WebNACCS処理方式の場合にのみ、出力する。 

※3 A0031、A0032、K0022 については、第 5 次 NACCS で使用していたもので、第 6 次 NACCS では利

用しないため、欠番とする。 

 

 

 
  


